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■エリア区分 

壺屋は現在市の条例により都市景観形成地域に指定さ

れています。個性ある景観地域を景観形成の核と位置づ

け、重点的な景観整備エリア＝重点地区として区分しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都心住居-4 
エリア 

都心住居-3 
エリア 

住居-2 

エリア 

商業・観光 
エリア 

大規模整備-１ 
エリア 

３．壺屋重点地区 

壺屋の「スージグヮー」 

壺屋重点地区 
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＜景観整備の目標＞ 

・歴史的・伝統的集落景観の保全・育成を図り、伝統的な窯業の集落らしさ
を有する街並みの形成を目指します 

 

 

＜全体方針＞ 

「スージグヮー」一帯は、残された沿道石垣等を保全・修復し、屋敷

内植栽や生垣の創出、石垣修景植栽・擁壁・法面緑化等を行うことで、

花・緑豊かな潤いのある景観形成を図ります。 
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壺屋地区都市景観形成地域 景観形成基準 

■私的空間（及び町有空間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公的空間 
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高架タンクはなるべく設置しな

いようにする。設置する場合は、

高架タンクやアンテナ等の設備

は、通りから見えない様にする。 



第Ⅵ章 重点地区（都市景観形成地域）のガイドライン 

  
 156  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第Ⅵ章 重点地区（都市景観形成地域）のガイドライン 

  
 157  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第Ⅵ章 重点地区（都市景観形成地域）のガイドライン 

  
 158  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


